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著 喜 (平成20年1月～12月)
OPECと疎下障害
三浦宏子、苅安誠*
*(北海道医療大学・心理科学部)
フジメディカル出版,17-21
0言語聴覚療法シリー ズ 第6巻 聴覚障害Ⅱ 臨床編
山口弘幸編・著、長嶋比奈美*、 倉内紀子、城丸みさと**
*(宇高耳鼻咽喉科医院)、 **(きこえとことばの相談室)
建鳥社,第1章 (卜■,42-74),第2章(8792),第3章(135-142)
○産業カウンセリング辞典
松山光生、藤田和弘*、 松原達哉** 他
*(吉備国際大学)、**(立正大学)
金子書房,平ISC―Ⅲ,24-25
0発達と障害を考える本9ふしぎだね!?聴覚障害のおともだち
倉内紀子 (監修)
ミネルヴァ書房
Oこどものリハビツテーション医学第2版
陣内一保*1、安藤徳彦*2監修 伊藤利之*3、三宅捷太*4、小池純子*3編集、
倉内紀子 他著
*1(復康会沼津リハビツテーション病院)、 *2(前横浜市立大学監修)
*3(横浜市総合リハビツテーションセンター)、 *4(済生会横浜市東部病院)
医学書院,覚障害,294-304
(2008)
( 008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
(2008)
原 著 (平成20年1月～12月)
OUp―regulation of β 2~adrenergic receptor iェlnunoreactivity in astrocytes in the spinal cord after dorsal
rhizotomy
Teruyoshi Kondo, Kel-lchiro Nakailura*, Norito Takamura,」in Tokunaga
* (Kurume University School of Medicine)
○介助者研修プログラムヘのグループ・エンカウンターの導入―研究の
九州保健福祉大学研究紀要,9,153161(2008)
現状と課題―
松山光生、藤田和弘*、 ぬ内紀子
*(吉備国際大学)
九州保健福祉大学研究紀要,9,145-151(2008)
○評価シー トを用いた摂食・疎下機能の評価とその効果
原修一
宮崎県国保地域医療学会誌2008,3538(2008)
○透析液配管のバイオフィルムに関する基礎的検討
砂子澤裕、竹澤真吾
九州保健福祉大学研究紀要,9,9898
0虚弱高齢者における日唇閉鎖力と日常生活機能ならびに認知機能との関連性
三浦宏子、苅安誠*、 角保徳料、山崎きよ子
*(北海道医療大学・心理科学部)、 **(国立長寿医療研究センター病院)
日本老年医学会誌,45,520525
0外来相談システムの利用状況からみる成人利用者の動向一言語聴覚士のニーズと今後の課題―
中山 翼、藤原雅子、今給黎禎子、飯千紀代子、原修一、山田弘幸、
倉内紀子、笠井新一郎
九州保健福祉大学紀要,9,■3■9
0「ハイブリッドSEM」用試料作製法の確立過程
金丸孝昭*1、近藤照義、高洲信一*2、犠部信一郎*3、水城圭司*4、中村桂一郎*5
*1(九州大学病院・中央形態分析室)、 *2(日本電子俯開発本部)、
*3(九州産業大・工)、 *4(アイエスティー棚)、 *5(久留米大学 。医)
医学生物学電子顕微鏡技術学会誌,22,38-39
その他の刊行物 (平成20年1月～12月)
○日本における介助サービスの現状と課題―コーディネーターの役割を中心に一
松山光生
障害者介助派遣システム開発のための韓日国際セミナー報告書,10併135(2008)
○高齢期臨床に携わる言語聴覚士の聴覚臨床業務についての実態調査報告
鈴木恵子±1、 柴崎美穂±2、 熊谷文愛Ⅲ3、 倉内紀子、廣田栄子±4、 山口勝也±5、 吉岡豊Ⅲ6
・ 1(北里大学)、 Ⅲ2(東京都心身障害福祉センター)、■3(虎の門病院)
'4(筑波大学)、・ 5(医療法人財団新誠会たいとう診療所)、 Ⅲ6(新潟医療福祉大学)
言語聴覚研究,5,120‐126(2008)
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O臨床工学技士養成の精神をたずねて
丹下佳洋
Chnical Engineering(2008)
学会発表 (平成20年1月～12月)
()Rho―kinase, but not protein kinase C, contributes to
sphincter llluscle                                   generation of resting tension in the isolated pig iris
岡野真弓、内川義和、田中直子、武藤純平、大倉正道・ 、比佐博彰、山本隆一!(山形大・医)
○養育者が年長児まで発達の1 
第 81回日本薬理学会年会
l届~りに気付かなかつた低出生,(横
浜)」.of Pharmacological Sciences,106,118(2008)
に重双胎児
一言語・認知発達にアンバランスさが認められた1組―
中山塁、藤原雅子、山口弘幸、笠井新一郎
○発達検査の下位検査項目間にバラツキが認められた低出J 
第53回日本音声言語医学会 (三原)抄録集,73(2008)
中山聖、藤原雅子、今給黎禎子*、 鐘
体重双胎児の発達特徴
R修一、山田弘幸、笠井新一郎
*(長崎県立こども医療福祉センタ  ー            I― )
○当院の接食・疎下障害患者における栄養摂取方法の経過と 
第9回日本言語聴覚学会 (宇都宮)抄録集,161(2008)
原修―
*(高千 
甲斐美貴、興椙百合子、戸
関連する要因
高きわ子、成松哲子、吉田幸生、秋月英治*
ユ穂町国保病院)
○摂食・廉下障害者の水分補給における多職種の連携一九州
第48回全国国保地域医療学会 (横浜)抄録集,186(2008)
原修―             H・
沖縄地方の病院を対象とした質問紙調査―
*(新ヨ
｀箕田和美、森田浩*
鳥労災病院・リハビジ)
○人物画の発達と言語発達の十 
第 14回日本摂食 。囃下リノ
今給雲掃
連につヤヽて 一広汎十生発達腰
ビツテ~シヨン学会学術大会 (千葉),抄録集,243(2008)
*(長阜
禎子*、 笠井新一郎、山田弘箪
害児と知的障害児の比較―
時県立こども医療福祉センタ三― )
○上方視神経低形成と近視乳頭の鑑別における光干渉断層言 
第53回日本音声言語医学会 (三原),抄録集,77(2008)
暇 真弓、潮 l義不日、吉弘不日展、霧
嚇 用性
井小久子、尾崎峯生込*
*(尾崎眼科)
○視覚伝導路学習ソフトの作,        
第■2回日本限科学会総会 (横浜)日本眼科学会雑誌,112,315(2008)
川野球
1・ 網膜対応座標マンピングモデルの作成
二一、石橋篤、内川義和、深井小久子
○骨格筋組織における骨髄由;    
第 113回日本解剖学会全国学術集会 (大分)解剖f
月ヽ林馨
細胞の分布              
雑誌,83,suppl,1509000
*(久:禾
U*、太田啓介*、 高山徹也*、
雷米大・医)、 **(理化学研究1石
橋義広*、 石川文彦**、近藤照義、中村桂一郎*
○値人′盾辛R保護に関する言語     
日本毎日
)
一個人情報管理における事褻
覚士学外臨床実習前教育プを
剖学会第 113回全国学術集会 (大分),抄録集,183(2008)
箕・インシデントの発生状況誠 
ラムの構築
原修―             
尋査―
森田浩 
飯干紀代子、山田弘幸、今給黎禎子*、 藤原雅子、中山翼
*帳蕗
＼ 笠井新一郎、倉内紀子
蜜県立こども医療福祉センター
○微粒子モニタを用いた水質唇
療の質・安全学会第3回学術
｀**(新潟労災病院・ フハビツ)
手集会 (東京)医療の質 。安全学会誌,3巻増刊,247(2008)
竹澤導
理
ビ吾、砂子澤裕、丹下佳洋
○評価シー トを用いた摂食・I       
第53回日本透析医学会 (神戸)日本透析医学会誌,41,Suppl.328(2008)
廉下機能の評価とその効果
原修一
〇発達検査の下位検査項目間I           
第 19回宮崎県国保地域医療学会 (宮崎)プログラム,2(2008)
中山竪
こバランキが認められた低出生体重児の発話特徴
・ (長島
｀藤原雅子、今給黎禎子Ⅲ、昼修一、山田弘幸、笠井新一郎
時県立こども医療福祉センタ  ー            |― )
第9回日本言語聴覚学会
○重複障害児に対する視能訓練の工夫                       (宇
都宮)抄録集,161(2008)
林京子上、内田冴子
第49回日本視能矯工学会 (岡山)抄録集,100(2008)
○若年者における顎関節症発症要因の疫学的分析
野見山和貴*、 三浦宏子
*(大分県歯科技術専門学校)
第30回日本国腔衛生学会 (大分)抄録集,12(2008)
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O産後 1か月の育児困難感の背景要因についての検討 第2報一うつ傾向になく育児困難感を抱く母親の背景要因―
富森美絵子、矢花芙美子、園田徹、三浦宏子、岩城哲
第42回日本作業療法学会 (長崎)抄録集,156(2008)
○口腔周囲筋力の低下が摂食・疎下機能ならびに日常生活機能に与える影響
三浦宏子、苅安誠*、 山崎きよ子、角保徳**
*(北海道医療大学・心理科学部)、 **(国立長寿医療研究センター病院)
第 50回日本老年医学会 (千葉)抄録集,65(2008)
○言語聴覚士養成校の学生における外部臨床実習前後の情報活用実践力の変化
原修一、飯千紀代子、山田弘幸、全給黎禎子、藤原雅子、中山翼、
倉内紀子、笠井新一郎
第9回日本言語聴覚学会 (宇都宮)抄録集,185186(2008)
○虚弱高齢者における口腔乾燥症の現状と関連要因の分析
三浦宏子、山崎きよ子
第 67回日本口腔衛生学会 (福岡)抄録集,79(2008)
○角膜に分布する骨髄由来細胞の組織学的観察
高山徹也*、 中村桂一郎*、 太田啓介*、 小林正利*、 石橋義広*、 近藤照義、石川文彦**
*(久留米大・医)、 料 (理化学研究所)
日本解剖学会第 ■3回全国学術集会 (大分)抄録集,168(2008)
()The distribution and function of TRPM8 in bladder afferent neuron: normal and bladder outlet obstruction rat
Tokumasa Hayashi*, Masaru lshinatsu*, Teruyoshi Kondo, Kei―ichiro Nakamura*,
Takashi Akasu*, Ke■ Matsuoka*
* (Kuruile University School of Medicine)
American Urological Association 2008 Annual Meeting,Orlando,
U,S,A,,」 Ur。10gy 179, Suppl.1,816 (2008)
OSolute isOlation characteristics through on-line HDF
Yoshihiro Tange,Yutaka lsakozava,Shingo Takesava,Vee David
26th annual meeting of the international society of blood
purlfication(ISBP),Brijuni,Croatia,Abstracts 19 (2008)
ORemoval of biofilm on dialysate flow of the central supply system
Yutaka lsakozava,Yoshihiro Tange,Shingo Takesawa,Vee David
26th annual meeting of the international society of blood
purlfication(ISBP),Brijuni,Croatia,Abstracts 21 (2008)
OReactivity of oligodendrocyte precursor cells correlates with blood―spinal cord barrier damage in the spinal
cord folloving dorsal rhizotomy
Teruyoshi Kondo,Norito Takaillura,」n Tokunaga,Kei ichiro Nakaェュura*
* (Kurume University School of Medicine)
第 31回日本神経科学大会 (東京)プログラム集,210(2008)
00n line HttlFの操作条件と溶質除去
丹下佳洋、砂子澤裕、竹澤真吾
第53回日本透析医学会 (神戸)日本透析医学会誌,41,Suppl.302(2008)
ODuchenne型進行性筋ジス トロフィーの「エンド・オブ・ライフ」ケアに関する研究Ⅱ
浅倉次男*、 藤口和弘**、松山光生
*(山形県立保健医療大学)、 **(吉備国際大学)
日本リハビツテーション連携科学学会 (新潟)要旨集,114-115(2008)
ODuchenne型進行性筋ジス トロフィーの「エン ド・オブ・ライフ」ケアに関する研究 I
松山光生、浅倉次男*、 藤田和弘**、
*(山形県立保健医療大学)、 **(吉備国際大学)
日本 リハビリテーション連携科学学会 (新潟)要旨集,112113(2008)
()Actual state of the dialysate water quality evalution in 」apan ― ndotox n m asureme t and bacterial count
of tap water,RO and dialysate―
Yutaka lsakozava,Yoshihiro Tange,Shingo Takesava,Vee David
26th annual meeting of the international society of blood
purification(ISBP),Brijuni,Croatia,Abstracts 21 (2008)
○ 「気になる子ども」の養育者に対する支援のあり方
藤原雅子、中山翼、今給黎禎子、原修一、山田弘幸、笠井新一郎
第9回日本言語聴覚学会 (宇都宮)抄録集,164(2008)
